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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
当初目的の 100mK 達成は 3He 冷凍機の現状の低温技術では困難であろう。しかし試料の実効温度を

光照射下で長時間 0.5K 以下に保つことができれば、研究の目的の主要な部分は達成できる可能性があ

る。3 年を経過してまだ新装置からのデータは提示されておらず、今後の 2 年間でこの装置を駆使した

研究成果を挙げるためには一層の努力が必要である。 
 
 
【平成２２年度 検証結果】 
研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 

  


